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１．はじめに 

 近年，携帯端末やカーナビゲーションの普及

に伴い，現在位置を基に地域情報を参照する

サービスが増加[1]している．しかし，これらの

位置情報サービスに用いられる地域情報はリア

ルタイム性に乏しいという問題がある．そこで，

著者らは，リアルタイム性の高いソーシャルメ

ディアであるマイクロブログから最新の地域の

話題を抽出する手法について研究を行っている．

話題抽出に関する既存研究には，文書に出現す

る単語の特徴を用いて話題を抽出する手法[2]-[4]

と学習データを用いて文書集合から話題を抽出

する手法[5]がある．しかし，前者の手法では，

造語や省略語などの自然言語の曖昧性の問題か

ら単語間の類似度を正しく評価できない問題が

ある．一方，後者の手法では，新しい情報に含

まれやすい未知語を学習データとしてリアルタ

イムに用意できない問題がある．これらの問題

から既存手法はリアルタイムな話題の抽出に活

用することが難しい．そこで，本研究では，マ

イクロブログの文書中に含まれる単語を検索エ

ンジンに入力し，検索結果の Web ページに含ま

れる単語群を用いて単語間の類似性を評価する

ことで，造語，省略語や未知語を考慮したリア

ルタイム性の高い地域の話題を抽出する手法を

提案する． 

２．研究の概要 

 本研究では，マイクロブログからリアルタイ

ム性の高い地域の話題を抽出する手法を提案す

る．本システムの概要を図 1 に示す．本システ

ムは，1）マイクロブログ収集機能と 2）話題抽

出機能により構成される．入力データは，地名

や建物名などの場所に関する名称とし，出力

データは，リアルタイム性の高い地域の話題と

する． 

２．１ マイクロブログ収集機能 

 本機能では，マイクロブログから地域に関す

る文書を収集する．まず，入力した場所に関す

る名称を検索語としてマイクロブログから文書

を収集する．次に，収集した文書には，地域と

関連のない情報が多く含まれるため，自動的に

投稿を行う BOT の文書，他者への返信や引用と

いった投稿者自身の体験ではない文書やリアル

タイム性の低い過去と未来の話題を扱う文書を

ノイズとして除去する．最後に，これらの文書

を地域に関する文書としてマイクロブログデー

タベースに格納する． 

２．２ 話題抽出機能 

 本機能では，地域に関する文書からリアルタ

イム性の高い話題を抽出する．本機能は，話題

語抽出処理，話題語集約処理と話題抽出処理に

より構成される．話題語抽出処理では，マイク

ロブログデータベースに格納された文書に対し

て形態素解析を行い，連接する形態素の品詞の

組み合わせから複合語を取得することで，話題

となる話題語を抽出する．話題語集約処理では，

N-gram を用いて文字単位で類似する話題語を集

約する．そして，話題語を検索エンジンに入力

し，検索結果の Web ページに含まれる単語を用

いて話題語の特徴ベクトルを算出する．これら

の特徴ベクトルから話題語間の類似度を算出す
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図 1 本システムの概要 
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表 1 話題抽出精度の実験結果 

 
本提案手法 既存手法 

話題抽出率 88% 80% 

 
表 2 2010 年 12 月 31 日 12:00～13:00 

「金閣寺」の話題の抽出結果 

話題 話題語 

雪化粧 
雪化粧，雪景色，真っ白， 

積雪，銀世界 

 
表 3 2011 年 1 月 10 日 5:00～8:00 

「西宮神社」の話題の抽出結果 

話題 話題語 

福男 
福男，野球ユニフォーム姿， 

十日戎，一番福，一番福男選び 

 

ることで，類似度の高い話題語同士を共通の話

題語として集約する．話題抽出処理では，集約

した話題語群の時間帯毎の出現頻度を考慮し，

現時点から一定期間中に特徴的な話題語群をリ

アルタイム性の高い話題として抽出する． 

３．実証実験と考察 

 本提案手法の有用性を実証するために，マイ

クロブログの Twitter を解析対象とし，話題抽出

の精度について本提案手法と N-gram を用いた既

存手法[3]で比較実験を行う． 

３．１ 実証実験 

 本実験では，Twitter 上にて多くの人が投稿し

た地域の話題 25 件を実験対象とし，Twitter 上か

ら関連する文書約 4,500 件を収集する．収集条件

として，話題となった時間帯に投稿された文書

の中で，関連する地名を含む文書を選択する．

これらの実験対象から関連する地名と時間帯に

基づき正しく話題が抽出できたかを評価する．

評価指標としては，抽出した話題中における正

解データの割合を話題抽出率として算出する． 

３．２ 結果と考察 

 実証実験における話題抽出精度の実験結果を

表 1 に示す．既存手法では，同時期に複数の話

題がマイクロブログ上に投稿される場合や，話

題が様々な表現で記述される場合に，別々の話

題として抽出を行った．一方，本提案手法では，

意味の類似した話題語を集約して一つの話題と

して抽出したため，精度が向上したと考えられ

る．したがって，本提案手法は，既存手法と比

較して有用であることを実証した．本提案手法

を用いて抽出した 2010 年 12 月 31 日 12:00～

13:00「金閣寺」の話題の抽出結果を表 2 に，

2011 年 1 月 10 日 5:00～8:00「西宮神社」の話題

の抽出結果を表 3 に示す．表 2 と表 3の結果の通

り，話題に関する意味の類似した造語，省略語

や未知語を集約できていることを確認した．一

方，意味が類似しない話題語間でも，検索エン

ジンから検索結果として得られた Web ページの

構造が類似する場合には，共通する単語が増加

するため，類似した話題語として集約され正し

く話題語を集約できない問題が生じた．この問

題に対しては，Web ページの HTML タグ構造に

着目し，本文とは関係のない不要な部分を除去

することで，解決できると考えられる． 

４．おわりに 

 本研究では，マイクロブログからリアルタイ

ム性の高い地域の話題を抽出する手法を提案し

た．実証実験の結果，同じ意味を持つ造語，省

略語や未知語を集約し，本システムの有用性を

証明できた．今後の課題として，本提案手法で

は話題抽出機能において時間の変化のみに着目

したが，地域毎に特徴的な話題があると考えら

れるため，地域毎の話題の発生傾向を学習させ

ることで地域性の高い話題の抽出手法の実現に

取り組む．また，今後の発展として，本研究で

は地域における話題の抽出を目的としたが，地

域に発生する犯罪情報や災害情報も抽出対象と

してリアルタイムに抽出することで，地域の安

心安全の分野に適応することを考えている． 
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